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皮膚腫瘍の内訳および臨床・病理診断の整合性を明らかにする目的で 10 年間 2504 病変につ

いて検討した．良性腫瘍 1837 例，悪性腫瘍 590 例，非腫瘍性変化 77 例であり，疾患別で良性

腫瘍は表皮嚢腫 455 例，母斑細胞母斑 379 例，脂漏性角化症 225 例，悪性腫瘍は基底細胞癌

163 例，光線角化症 132 例，Bowen 病 91 例，有棘細胞癌 45 例，悪性黒色腫 27 例の順であっ

た．悪性腫瘍の年齢別は 50 代までは 50 例未満であったが，80 歳以上では 201 例であった．

臨床的に良性腫瘍と診断した 1889 例における診断一致率は 93.3%であった．臨床的に良性腫瘍と

誤診断した悪性腫瘍 62 例は有棘細胞癌 10 例，悪性黒色腫 10 例，基底細胞癌 9 例の順に多く，

非典型的な dermoscopy 所見を認める例や非好発部位例，未完成な初期病変や出血による修飾

を認める例であった．1 基幹病院での長期間の観察を行い十分なサンプルサイズが得られた事

で皮膚腫瘍の発生頻度や術前臨床診断と病理診断の一致率に関する新知見を与えるものと考

えられる． 
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